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′也 堀 中 国 辱

｢紅｣｢東｣｢吃飽了｣

映画 rラス ト･エンペラーJの終わり

近く､文革の場面で､信号が赤に変わる

と自転車が一斉に走り出すシーンがあっ

た｡文革の時代､ ｢紅｣はすべて革命

的､前進的な意味を持ったので､赤信号

を進めに､青信号を止まれに変える議案

が出されたそうだ｡

北京でデモ行進をするときには､東単

から西単に向けて歩くのが通例だった

が､ ｢東｣ (-共産主義社会)か ら

｢西｣(-資本主義社会)へ進むのは､

マルクス主義の歴史理論に反するので､

逆に西単から東単へ向かうペきだという

主張がされたという｡

外国語で話をするとき､言葉の意味は

わかっても､相手が何を言おうとしてい

るのか､よくわからないことがある｡上

の二つの例は､いずれも言葉の本来の意

味を基礎としつつ､それを超える次元で

別の意味が作用し始めたものである｡記

号学ではこれをコノテーションと呼んで

いる｡異なる文化に属するものが､コノ

テーションの多用された文章や詩を理解

することは至難である｡

次に､こちらの言ったことが､胡手に

別の意味で受け取られる場合を考えて争
よう｡

中国の人に食事に招かれて､厚いもて

なしに感激した経験のある人は少なくな

いだTろう｡例えば､私が ｢吃飽7｣と言

ったとしても､相手はきっと皿に料理を

とってくれる■はずだ｡私が皿を空にして

いたらなおさらだ｡このような場合､私

が本当に繭腹であるかどうかにかかわら

ず､相手は私が遠慮していると受け取っ

てしまうのである｡

このように､言葉の意味は話し手の意
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図にかかわりなく､聴き手によ?て意暁

が決定されてしまうことがある｡つま

り､コミュニケーションとは一般に話し

手の意図を相手に伝与ることだと考えら

れているが､むしろそれは特魂に理想的

な場合であって､実際にはコミュニケー

ションは絶えず摩擦にさらされ､いつ不

通になるかもわからないスリリングな交

通なのである｡このことはコ.ミiニケ-

ションの非対称性と呼ばれている｡

日本では国際化や相互理解の必要性が

毎日のように言われているけれども､そ

のためにはこうしたコミュニケーション

をめぐる困難を背負う覚悟も必要なので

･はないだろうか｡そうした自覚を欠いた

とき､単に外国語を使っその安易な自己

確認と自己満足に終わりかねないのでは

ないかと思う｡ (東北大学)


